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Whentwometalpartsareweldedby

detonationofexplosive,acladmetalis

formed.Aninterfacelayerbetweenthe

partsisdifferentfromtheparentmetals

owingtoanactionofsurfacejetting.It

isnecessarytoknow themetallurgical

natureofthelayerforpracticaluseof

thecladmetal.SeveralphotomiCroscopic
obserbations on thecrosssection of

theinterfacebetweenthetwodissmilar

metalpartshavebeenmade.lfanalloylS

easilymadefromtheparentmetalsby

anusualmethodtheyarewelded not

mechanically butmetallugicallybythe

explosivemethod.Inthepresentwork.

however,itispointedoutthethatthe

interfacelayerisnotalwaysaperfect

alloyandisaccompaniedwithcracksin

somecases. (DepartmentofChemistry.

DefenseAcademy.Yokosuka,Kanagawa).

D.D.N.P.に関する研究

(第i報) D.D.N.P.のアルカリ分解物に放て

石 川

I. 托 す

D.D.N.P.即ち4-6-ジニトLZベンゼン-2ジアゾ11

オキサイドは1858年にPeterGrjessl)によって合成
さItたジアゾ化合物であr),又これを火非として利用

する可fもCJark2)3t;他に上って研究されて屠る｡併し

乍らD.D.N.P.はその合成法によって生成する結晶
の形が非常に変るものであり,現在までにも針状,板

吹,球状等班々の形のものが得られて居る｡此等は工

寅的にD･D.N.P.を利用しようとする際に軽々の臭
った性能を示すが,比等の点を検討した報告は少い

し 又実に進んで,何故このような合成法を用いれば

比のような結晶のものが神られるかと雷うような化学

的方面の検討は空に少いように思われる｡帯者は比等

の点に関して一迎の研究を行ったが,第一報に放ては

共のうちの基礎的研究としてD.D.h'.P.のアルカリ

終液中での分解織解に就て報告する｡比等の事柄は

D.D.N.P.の分析,合成等の化学的研究に関連して
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菰寧な意味を持つものであるが,その詳細に放ては別

報で報昏する串にした｡

2.D.D.N.P.のアルカリ分解物の分脆
D.D.N.P.を苛性ソーダ水溶液のような アルカリ
中に投入すると完全に終解.分解して撫桐色の辞液に

なる此の溶液の組成が如何なるものであるかな研究

し,それからD.D.N.P.のアルカリ沖液中での分解

機構を推定するのが本報の日的であるが,此の辞液は

化学的に単一な化合物の拝液ではないので,先づ各成

分に分包する事を研究しなければならない｡その方法

として庇初にペーパークt27トグラフによって成分を

分新し.次にカラムクロマトグラフにより各成分の分

軽を拭みた｡その状況は次の通りである｡

(2)-1分解液のベーパ-クロマトグラフィー

1gのD.D.N.P.を苛性ソーダ水落液(2gの苛性
ソーダを20ccの水に溶かした液)を用いて分解す

る｡30分位児拝すると大体分解を完了する｡この分解

淡をペーパークロマトグラフを用いて展開した｡用紋

はNo.50の波紋を用い.展開液としてはブタノール'
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エタノール,水の4:2:1の混舵を使用した｡その

紡果得られた クロマトグラムは Fig,Zに示すように

Rf値が0より0.5位までに種々の色調で迎る郁々の

物質の捉合物である邸を示す｡隼者は比等を図に示す

ように区分して,

Fjg.).Paperehromatogramofthedecom-
positionprodtJCt.

A成分･･････Rl.値 0.5肘近にある井色の弥分

Bl成分-････RE･岱0･3の肘近の脊紫色の被雑な色周

の郎分

Bl成分--･Rl･仇 0･1附近の淡赤褐色の部分

C成分-････Rf･伯0即ち原点から全く稀肋しない机

褐色の部分

の4部分に分けた｡(Bのみ Blpzの二称分に分けた

のは分解時の条件によりそのうちの一方が現われない

布があるからであるが,比等ほ後述するように近似の

化学栴達のものと考えられる｡)

(2)-2DID･Ⅳ･P･の7JLカリによる分解物をA,
Bl,BJ.Cなる成分に分鼓する方法
各成分を叫触する基礎的な手法として先づカラムク

ロマトグラフを応用してみた｡装置は普池のカラム用

のガラス管で径約 4cm長さ約 50cnの寸皮のものを

使用した｡カラムの材料としてほシリカゲル,アルミ

ナ等を実験したが,シリカゲルの場合は吸苛が強すぎ

る為かうまく展開しなかったO

アルミナを用いると一応展開するがRf.の近いもの

等が混合するgfも考えられるので,結局次妃のような

方法で4成分を分殿する辞にしたO

成分 B▲･･････分解液を遠心チューブに入れ懸濁して

屠る Bl成分を沈静させ上澄液を別に保存して放く,
粒状の沈滞を難め水を加え良く現拝し遠心分般する｡

上澄液は捨てる｡比の洗浄振作を3回くり返えせは,

Bl成分は英雄無税盤が無くなる為, 加水分解状を呈

し上澄液が透明でなくなる｡比を洗浄の終点とし.比

の沈取に水を加え況挿し乍ら10%盤故を液が,0.5N

Yo1.22.No.5.1I▲1

位になるまで加える｡比の沈澱を遠心鞭で分取する

か汝別するか,して水洗し.苅喪デシケーター中で乾

燥する○

成分^ ･･･-上記 Bl成分を分擬した娘を4倍に稀釈

し.アルミナカラムを用いて展開する｡カラム内径4

cm,長さ約 50cmでアルミナは200-300メツシのも

のを約 200g発現し.試料を 200cJl注加する｡展開

剤としてほ水を用いる｡叔初の敢色の洗出舷を集め温

度 ZOOC以下に冷却し. 10,06鮭酸で全体が 0.5N位

になるようにする｡析出したA成分を池別し冷水で洗

練した後,デシケーター中で乾燥する｡

成分 8{･････カラムの成分が綿動した役,次の褐色

層を分超し10%塩鹿で,0.5Nにした後エーテルで抽

出しエーテル可溶分を Blとしエーテル層を水洗した

役茶発せしめ Bzを析出させ乾燥する｡

成分C･･････上記のエーテル屑と水の界面の浮遊物を

エーテル洗淋し乾燥する｡

以上の方法で得られた物質をペーパークEZマトグラ

フで展開したが Rf値及び色調相こ所望の物質である

串が碕淀された0

3.分解物各成分の化学構達の研究

前記のような方法で分般した A,Bl,Bz,C,4成分

に裁て各櫛の物理化学的RIJ定を行った｡その結果に就

ては下記の通りであるが,此噂の測超値だけから各成

分の化学輯通を推建するのは多少無理があるように思

われる｡従って此所では先づ各成分に関する所定結果

を報告し,次.t=分解線的の推定を行い,比等を線合し

て我々の問留点をX･府なく汲明し御るような化学構造

を考えるようにする｡

(3)-IA成分の化学債達の研究

(1) 分子丘の測定･-･-溶媒に水を用い,氷点降下

法を用いて分子故を測定した｡数回の爽晩でも可成り

脚定位が変動するが,大路の分子J故として 190前後の

位が得られた｡

(2)‥･-･蛮栗丘の測定.･････曲緋封の放血重来湘定裳

紀を用いて測定した｡これも2回の刑定坑が多少/(ラ

ツキがあるので頗密な比較は出来ないが平均15%前後

と言う結果であった｡比は予想される各掛と食物のう

ちジニトt7フェノールのJ5.2%に近い伍であるo
(3) 吸収スペクトルの封定--･由紬救ペックマン

DU-2型紫外線分光 皮々計を用いて吸収曲線を求め
た｡部定はアルカリ性溶液の場合と酸性溶液の歩合に

裁て行ったが.その結果は Fig.2の過りである｡比

と対比する為同じ条件で測定した 2-4-ジニトTZフェ

ノールの吸収曲線を Fig.3に妃す｡比の両者は可成

り似て居り,A成分が 2-4-ジニト｡フェノールであ

ると考えても矛盾はない又｡比布の吸収曲線で波長

(289)
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の吸収が溶液が敵性の場合とアルカiJ位の場合で大きく

典って屠るのは Euken3)の研究にあるフェノール

とフェノラートの関係と同じと考えられる｡



乗と考えられる｡

(5) 呈色反応････-旦色反応も物質を推定する上に

有力な補助手段であるからFecl,による呈色反応を

榊放した｡予約耽晩として 214-ジニト｡フェノール,

及び3-5-ジニトtlカテコールを釈放したととろ前者

は墨色せず,後者は線色を鼓したoA成分に放て実験

したところ,全く呈色しなかった｡

(6)元素分析-････銑料を水で再結晶して元素分析

した結果は (CeH-N,08)と骨う結果となった｡ これ

をアセチル化して再び元素分析を行った法具は(C8tl｡
N106)となったoEPちアセチルは1つしか入らな

い｡即ちOHがlつで NO▲が2つと昏う串になり,

比は2一トジニトT7フェノールを立証するものである｡

(括 tB)

以上の各軽減定の結果を投合すれば,比のA成分と

称する炎色の粉末は夷は2一トジニトt77ユノーJt,で

あると考えても良いであろう｡ジアブジニトロフェノ

ールが分解する掛合には先づ筋一にジアブ基の部分が

切れる啓であるが水落液ではその位厄に水酸基が付く

啓であるから,常煎的に考えられる分解生成物はジニ

ト｡カテコールの啓であるのに上紀の患黒ではむしろ

ジニトt)フェノールを支持する括果となって居る｡此

点若干疑問があるかも知れないが,彼妃の分銅 解の

部分で述べるqflこする｡

(3)-2Bl成分の化学構造の研究

(I) 分子丑の測定･･････机妃と同様な方法で卸走し

た結果390前後の伍が得られた｡デイタのバラツキか

ら考えてあまり細い推飴は出来ないが,とにかくA成

分が芳春抜1つ担虻の分子流を示したのとは大きく異

り, Bl成分では芳香按2ケ位を含む分子らしい事が

解る｡

(2)盆景且の測定･･････約定と同様に内定して大路

20%軽度の伍を得た｡これは

OH OH

oI"IN12.I-Edro'
ノようなジアリルとして計拝した歩合の窒素丑15%よ

′大きな任であり,

OH NO,

o･N(:I ":.T.;()::
NOl

のようなアブ化合物としてm･辞した場合の蛮索&22%
に近い伍であると考えられる｡

(3) 吸攻スペクトルの測定‥････前記と同様に卸定

YoI.22.No.a.1が1

した結果を Fig.Tに示す｡此符が机述のアゾ化合物

と骨う収税に矛盾するかどうかと督う称では放念乍ら

充分な資料がないが.鰍こも妃した EtJkenの瓶定位
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の中に 4-ニトロアゾベンゼンの吸収曲線があったの

で比と対比したところいづれも似たような傾向のもの

であった｡此から Blがアゾ化合物であると官う租軽

的な飴処は得られないが,勿飴推定の支障となるよう

な否定的な結果ではないoBlに限らず役で述べるBL,

C,帝の吸収曲集もAと似たような併向を示すのは基

本の芳香技の構造が大同′ト典だからであろう｡

(I) アソ基の確R ･･-耽料を丹原研酸で処理した

敬,H酸をカップリングさせたところ呈色した｡これ

は

HH00
g.(HV
↓一ZN

N

0
N

o
(
Lu

gNo.
のようにアゾ化合物が矢印の位伍で切新したためと考

えられる｡勿箆匿換基の戟新,位盟がこの通りかどう

かは此迄の実験だけでは断定し得ないが,とにかくT

ブ化合物である布は考えても良いと思う｡

(5) 苑地の一般的世文･･････Bl成分はアJL,カリに

可溶で放任で沈澱する｡これから考えてもやはり水政･

基も含まれて居ると思う｡又エーテルに可溶であるが

比を乾固したものは最初タール状IC死に乾旋すると固◆

化し粉砕し得る｡準者が別の典故でフェノール類と

D.D.N.P.のカダブリング生成物を作成した際も比.

と同様な事が轟致された｡比も萌軽的な旺明にはなら

ないが参考にして良い市来と思う｡

(括 輪)

以上練合すると Bl成分は労番按2ケを有し,その･

間の結合はアブ結合であろうと考えられる｡労香按の･

匿換基の地位.範頼に関しては上紀だけからは結陰性.

出せないが此点に放ては後述する｡

(24L) 9･



(3)-3 Bl成分の化学構造の研究

(I) 分子且の測定･･････駒妃と同様な方法で測定し

た結果370-380粒度の他が得られた｡これから B&成

分もやはり芳香核が2ケ位結合した分子であろうと℡

う邸が推定される｡

(2) 盛棄丘の測定･-･･･前記と同様に測起して大路

J6%粗密の任を得た｡これは前記のようにアブ結合と

考えると少な過ぎる伍でありむしろジアリルとして計

辞した位に近い｡

(3) 吸牧スベクトJL･の測定･･････前記と同様に湘定

した結果を Fig.8に示す｡曲故の形も前紀 Blと大

ヱぎ0 300 Jro 100

mJIFJg.8AbsorptionCurveoEtheComponeJl

tBJ差なく.化学構造が似て居る称を

示す｡既換姑にニト17基や水酸基の入ったジアリルの

吸収に関しては充分な資料もなく,胡極的な結芸削tttlせ

ないが Eukenのポリフェニルの曲線と対比しても

香るしい相連はなくジアリルを否定

する点も無かった｡(1) 元繋分析･-･･･Bl成分を

文に カラムで展糾し三先牡成分を分擬して元素分析を行った

結果, (CCH)N10一～J)nと骨う伍を得た｡比の
場合も化学柄達としてジアリルを想定しても支侍はな

い｡(緒 論)以上掠合すると Bl成分は芳春

按2ケを有すると言う点では Bl成分と同校である

が,共問の結合ではBlのようなアブではなくジアリ

ルであろうと思われる｡此点に関し

ては文に後述する｡(3)-1 C成

分の化拳構造の研究(I) 分子丘の粥定-･･･前記と

同様な方法で測定した結jRh220-680と普う伍が得られ

た｡比から考えればC成分は前厄 Bl,B2,等とは興り

芳香按が3-4ケ或はそれ以上結合し

たものと思われる｡(2)蛮棄且の判定-･･.荊妃の測定

前記とIpl様に測定して.平均J8%と雷う伍を得た

｡これは駒妃BlとBJ中開の銑であるが.比は 3ケ以上の

芳香按が結合tO する際にアゾ結合の部分とポリフ

ェニルの部分が入り混って居る為とも考えられるし又

C成分は分離,抑制が困難なのでそのまま一成分のよ

うに取扱って居るが元来化学的に純粋な坤一物ではな

く.そのうちに弧々の栴逝のものが入って居る

為とも努えられる｡(3) 吸収スペクトルの測定-･･
･約妃と同様に測定した絡朱を Fig.9紅示す｡ 曲

線の形はこれ までのBl,ち,苛とも大体同じような傾

向を示し化学構造も類似のものらしい称を示すが,アル

カリ性の場合 230mfJ相好のLIJが特散がありD.D.N

.P.の光分解物の吸収曲線l)に似て居る｡
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(1)元素分析････.･C成分を輸制せず,そのまま元

素分析した浩果(CCH3-4N1
0
一一さ )nと言う位となっ

た｡
(括鎗)

以上綜合するにC成分は元々化学的に純粋なQL一物

ではないから.
研柾な構造式は定め斑いが大体BJBJ
と同じような構造のものに双にD.
D
.
N
.
P
.
の分解に

より生じた転々の物質が結合したもの虎は町こ比等同

志が来合した分子点の大きい物ht の況合物と考えられ

る｡

1･
D
.
D
.
N
.P.
のアルカリ分解機柵の推定

前妃の物理学的減定位から得られた各成分の化学

達に柵する知見に基いて分解反応の税解を推定し.又
これから逆に各成分の化学構造に関する推定を軸かめ

てゆく布にする｡以下牌を追って 槙肘を進める抑こす

る｡
(I)-ID.
D
.
N
.P.
の弟1段の分解

D
.
D
.
N
.P.にアルカ
リが作用した場合に先づ恭一

に考えられる串はジアリ基の分解によるジニト｡カテ

コ ールの生成である｡
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ジニトロカテコール

机紀の A.Bl,Bl,C,各成分中にジニトロカエコー

ルが輸出されなかった邸を考えると,此のものは生成

すると同時に次の段階の反応 (例えば未分解のD･D･

N.P.とのカナプリンタ反応)を起すもとの思われ

る｡前妃A成分の正体がジニトtZカテコールではなく

ジニトt7フェノールであった点は一寸考えると不自然

なようであるが,比のジニトt,フェノールの生Edに放

ては役で述べるZBにする(ジニトtzカテコールがアル

カiI溶液中で紅横ジニト127エ/-ルに変るとは考え

られない)又アルカリ分廟の際にニトF･基の弥分が分

解する中も考えられないでもないが meldo18及び

H&y57の脱にもあるようにジアゾ基に対して,オルソ

ヌ比パラ位把にある敏合ならともかく,D･D･N･P.

のようにメタ位把にあるニトロ基の場合は分解はそれ

塩析qlではないと思われるし,又後で述べる筋二段以

後の反応生成物の金紙 から考えても'第-段の分解

で三トt'基はそのまま攻る番台が普通と考えて良いと

思う｡

(1)-2集2度の反応.カップリング反応

D.D.N.P.の一缶が第-段の分解を起し,ジニト

ロカテコールのような2価のフェノールが一部生成し

た段階では,ジアゾ化合物とフェノール類がアルカリ

性溶液中で共存する釈であるから当然カップリング反

応が起る群が考えられる｡比の場合は次の二つが考え

られる｡0-NOIN人lk.[N+Hzol-
※O～N
犬
目
)i

O
H

+＼｣HONN5(Ug.No～
Yol.22,No.5.1%1 ※く IOH

OHo

Z"l̂)-";三,;()器,･H30/′

i6:＼- 2N(OeL-N=oN.謹";H'
LHk6,このいづれが起って居るかは比延の

テイクからでは何とも骨えないが,館蕗的に雷って水

酸基に対しパラ位跡こカップルするⅡの方が普通と考

えられる｡ (上記の式は反応物質と生成物の関係を示

しただけで,機構としてほ所謂カチオノイ

ド反応であるとの現には典故はない)このようにして生

成したカアブ1)ング生成物が前車で述べたBl成分
と考えられる｡尤もBl成分もクt7マトグラフで

叉に細分すれば姓つかの成分に分けられるが,その化学的性質は殆んど

同じである事を考えれば此等は同じカップリング生成

物で.Cis-アゾ,及びtranO-アゾの関係にあるもの

即ち OH NO

J01℃ )巾 .",I:)｡H 及び
NOJ OH

02
"l̂r
＼/

NOl

H
oH
伴

端

/NニN

のようなもの,
及び前述のオ/レソ及びバラの関係にあ

る二和解が混合して居る為と考えられる(Bergma-

nne)によれはtransのみが安定であると首うが,此

噂は相互に移り得ると思われるのでクロマトグラフで

展開する際は此の両者が出るgfもあり得ると思う)｡

(1)-3弟3度の
反応
.
ジ7リルの生成

ジアブ化合物が分解する過笹に於てはカップリング

反応と併行してジアリルの生成が起る笹であるo
B
Z
成

分がジアリルと考えられる都を述べたが'
共襟にどの

ような構造のものが生成するかを 考えるにフェノール

型のジアリルであればG ombergT)の研 究等から考え

て非対



のようなジアリルが生成すると考えるのはジニトロフ

ェノールが D.D.N.P.の筋一段の分解から正接生成

しないと首う考え方と矛盾する,従ってフェノール型

のジアリJt,も勿冶存在するICあろうが.此所で考えな

ければならないのはジアゾ化合物とキノンの反応であ

る｡D.D.N.P.の分解液のように生成したカエコー

JL,新がアルカリ溶液として存在する場合は故化されて

オルソキノン辞導体を生じる可能性があるし,ジTゾ

化合物のアルカリ液はキノンの核に容易に結合してジ

アリルを生じるものである串が Kvalness8)英他9)に

よって研究されている｡従って

OH

02"IN:23= 20 ≡: 又は
ON
【

o2℃ .L忘 ()≡002
のようなものが生成するgEは充分考えられる｡

(I)-1 弟1段の反応,Dl主成分の分解
前項までの研究で BIBJ成分が生成する串は解った

が,元々カップルリングの起るようなPHの屯田では

安定度も低下するので,GoldschmidtlO)の指摘する

通り,カップリング反射tアゾ化合物の生成と分解の

斑争として考えられる｡従ってアゾ化合物であるBl

成分も生成と同時に次のように分解する布が考えられ

る｡

OH

N
八

日
X.

7-

～
0

/
＼

H

2-(
u

o

i

o2:～

+
H

川
,1
･j

N01

Noq

′

OH

＼＼WL'vj･

Not/＼

0.NU oJ

HO

OIN

+N2t①

OH

NA

IJ .H'"2'◎
NO, OH

上記①からは2分子のジニトロカテコールが生成す

るが.◎からは1分子のジニトロカエコールと一分子

のジニトtZオキシ′､イpドキノンが生成する｡比等が

いづれもアルカリ溶液中で D.D.N.P.と共存するの

であるから当然再びカップリングする群が考えられる

12

那,共犀は陰性の匿換基の一番少いジニトtlフェノー

ルが点もサブリング逮密が小さく従って畔体のまま成

分中にとり戎される可能性が一番大きいと思われる｡

D,D.N.P･の分解物中にA成分として.2一トジニト

tzフェノールが輸出されたのは比の様な機構によるも

のであろう｡

(1)-5弟5段の反応,輪台反応

これまでの研究でアゾ化合物,ジアリル等の生成や

分解の機構が相当明らかとなったが此のような生成物

はアルカリ溶液中では軍に酸化綿合したり,未分解の

D･D･N･P･とカップリング反応を起したりして高分

子物質を作る串が考えられる｡ジアリルも文に大きな

ポリフェニルを作る称が考えられるし,又一部はアゾ

で又別の一部は C-C烏合と官うような迎潜没の高分

子物質を作る革も考えられる｡このような縫合が進め

ば所謂ジアブ樹脂のようなものに近いものとなると思

われる｡従って比の系統のものは細々の構造の物質の

混合物であり分子丑等はその平均虹を示すに過ぎない

と思われる｡D.D.N.P.の分解物中C成分と呼んだ

ものはこのようにして生成したものと思われるo

S.鎗 括

D･D･N･P.のアJt,カリ分解と雷う化学的現象に放

て研究した亀棚 中には A,BI,B7,C,と官う4
成分がある可払ミ解った,又比等の化学構造に放て研究

した岩果

(1)A成分は 2-4-ジニトt77エ/-ルである

C2)B王成分比D.D.N.P.の分解によりJ生じたニ

トFTカテコールと未分解の D.D.N.P.カッブ

9ングにより生じたアゾ化合物ICある

fS)B2成分は Blと似たものであるが アブではな

くジアリ)I,である

(4) C成分は比等が軍に縮砿合した高分子丑物質で

ある｡尊が解った｡

本研究に種 御々援助を賜った大阪女子大■林先生,

京大著固先生.並び比和 御々救助御指導を頂いた日化

山田所長木下課長をはじめ爽験経過紅協力をして下さ

った日化火薬部,宮崎,有村氏,折尾作業所即 日氏,

研究課第一係の各位に夜苔の謝意を表します｡
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8tudieBOnD.D.N.P.(I)

ThechemiCaldeconpositionproductsofD.D.N.P.

M.Ishihwa

In.thispaperseyeralpropertiesofthe

au(alidecompositionproductsofD.D.N.

P.werestudied.Decompositionproducts

ofD.D.N.P.wereseparatedintofour

partsbycolumnchromatograph.Thefour

componentswerenamedasA,Bl,B2,C,
Component,intheorderoftheRfvalue.

Themolecular weights,nitrogencon-

tents absorptioncurveinseveralwave

length,andsomeotherchemiCalprope-
rtiesofthecomponentswerestudied,
and the EollowirLg conclusions were
obtained.

tl)ComponentA isconsideredtobe

2一トdinitropllemOl.

(A)ComponentBlisconsideredtobea

aLZOヾOmpOnnd,formedbyrcouplizlg
betweenthedecompositionproducts

ofD.D.N.P.andundeconposedD.
D.N.P.

(8JComponentB2isconsideredtobe

adiarylformedbythedirectc0-
mbinationofthetwoaromaticnu-

cleusoftheabovementioneda五〇一

compotnd.

糾 ComponentCisconsideredtobeaL

mixtureofseveralhighmol∝ular

substances.Theyareconsideredto

bepolymerizedforms0ftheabove

mentionedseveralphenols.

雷管威力試験法の検討

(第1報 償管起爆作用 との関係)

井 田 一 夫●

山 本 頭 - 邸t

l. 緒 甘

従来留守の威力とは即ち生皮であると定並され,管

管の威力掬定も生皮を約定することであると考へられ

ていた｡猛虎は色々と虚偽されているがl)印 y),概念

的には術動圧或は研肋Jaを以て表わすことが出来る｡

然し乍ら雷管の威力 (避爆力)に払 衝動圧による作

用,℡体破片の投射による作用,爆発熟による作用等

+El本化洗KK折尾仲兄研 和田舟甘蛭巾大字現JJI

Tot.22,No.41軸1

磯 谷 隆●

工 藤 隆 義●

が考へられ5), この中で点も有効なものは,甘件破片
の投射による作用ICあることが判明したd)｡而してこ

れらの緒作用の棒合されたものが雷管の威力であるか

ら,筋管の威力試験法としては之等の甜効果を遺跡こ

淡現するものIC,両も換作が怖畔で釈映経費の少ない

ものが望ましいのである｡

本報告は.従来から軽示されている耽々の就執法を

紹介し,代表的な拭教法について,それが表現する起
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